
（１）離島航路（沼島汽船㈱）の現状 Ⅰ 

 

１． 定期航路 

(１) 運航実績                      単位：航海、％ 

年度 １５ １６ １７ １８ １９ 
洲

本

航

路 

航海数 277 284 304 298 133 

欠航数 61 67 39 42 16 

欠航率 18.1 19.1 11.4 12.4 10.7 

灘

航

路 

航海数 3,584 3,536 3,595 3,608 3,622 

欠航数 58 118 47 28 54 

欠航率 1.6 3.2 1.3 0.8 1.5 

※ 年度は前年１０月１日から翌年９月３０日をいう。(以下同じ) 
 

(２) 輸送実績                      単位；百人、％ 
年度 １５ １６ １７ １８ １９ 

洲
本
航
路 

輸送人員 31 28 26 21 14 

（前年度比） (99.7) (87.9) (94.7) (79.8) (68.6) 

灘

航

路 

輸送人員 1,126 1,138 1,087 1,137 1,207 

(前年比) (91.4) (101.1) (95.6) (104.6) (106.1) 
 除く定期券･

回数券 
(前年度比) 

870 870 833 870 906 

 (93.1) (100.0) (95.8) (104.4) (104.2) 

合

計 

輸送人員 1,157 1,165 1,114 1,158 1,221 

(前年度比) (91.6) (100.7) (95.6) (104.0) (105.5) 

 除く定期券･

回数券 
(前年度比) 

901 898 859 891 920 

 (93.3) (99.6) (95.7) (103.4) (104.3) 

     ※輸送人員は、子供2人で 1人に換算 
 
２．不定期航路（届出）運航実績                  単位：回 

年度 １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 

運航回数 ０ ４ １１ １ １０ ３ 
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３． 欠損額                        単位：百万円、％ 
年度 15 16 17 18 19 

実 質 欠 損 額 88 96 101 116 94 

(前年度比) (98.9) (109.6) (104.8) (115.4) (80.6) 

 
４．離島航路補助 

国は「離島航路整備法（昭和27年法律第226号）」に基づく補助対象航路に対して、全

国一律的な観点から、標準的な賃率や経費単価に基づき算定する標準化した欠損額を国庫

補助しており、地域の実態に対応した地方自治体（兵庫県・南あわじ市）の支援と併せ欠

損額は補助・補填されている。 

 
５．離島航路（沼島汽船）の課題 

(１) 観光遊覧事業の展開 
不定期航路事業（届出）は、航路を定めないスポット的な遊覧事業であり、同一航路の

遊覧事業を継続的に行えば不定期航路事業（許可）となる。 
現在の補助制度で不定期航路事業（許可）は、兼営事業として当該不定期航路事業にか

かる費用（船員費・船舶修繕費・燃料費などの運航費用、保険料・利子・減価償却費・店

費などの営業費用）が離島航路補助欠損金から除外されるとともに、船員に関する特例を

受けられなくなり船員を増やさざるを得なくなるため、現状よりさらに厳しい事業運営を

強いられることとなる。 
 

(２) 陸上のアクセス 
土生港への淡路島側からの公共交通は、南淡路市のコミュニティバスのみであるが、本

州・四国からの高速バスまたは淡路島内からの路線バスとの接続点である陸の港西淡、福

良等から土生港へ行く便が３～４便しかない。また直行便が１便しかなく、残りの便は乗

り継ぐ必要がある。 
 
６．離島航路補助制度改善の動き 

国土交通省海事局では、離島航路が人口減少、高齢化、地方財政の悪化等による輸送人

員の減少、さらに原油価格の高騰による欠損増大で経営状況が悪化していることから、離

島航路補助制度について、その問題点、限界点を整理するとともに、その改善方策につい

て検討を行うため、海事局長の懇談会である「離島航路補助制度改善検討会」を設置した。 
平成２０年８月８日、これまでの欠損を補助するだけの制度から、離島振興関連施策と

も連携する総合的な支援制度に抜本的な見直しを図ることを基本方針とする「中間とりま

とめ」を発表し、年度内に最終報告が出される予定となっている。 
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沼島

南あわじ市

洲本市

土生港

福良港

洲本港

洲本航路

灘航路

灘航路（沼島港～土生港）
【距離】4.4㎞
【所要時間】10分
【便数】10便／日
【運賃】片道４６０円 往復８８０円
【サービス基準】毎日10往復 旅客60人以上
【発着時刻】

洲本航路（沼島港～洲本港）
【距離】29.2㎞
【所要時間】52分
【便数】３便／週（火・木・土）
【運賃】片道１，８８０円 往復３，５８０円
【サービス基準】週３日１往復 旅客60人以上
【発着時刻】

使用船舶

沼島ターミナル
【建設】平成１５年６月
【共用開始】平成１５年７月
【施設概要】事務所（切符売り場）、ト
イレ、待合室、テレビ、自販機、釣り
えさ・土産物販売所、駐車場４台、駐
輪場
バリアフリー対応
【着岸施設】浮き桟橋

灘ターミナル
【建設】平成１７年３月
【共用開始】平成１７年５月
【施設概要】事務所（切符売り場）、トイレ、
待合室、自販機、テレビ、駐車場４６台、
バス駐車場６台、駐輪場
バリアフリー対応
【着岸施設】浮き桟橋

洲本
【施設概要】洲本ポートターミナルを待
合室として使用。別途切符売り場設置
【着岸施設】岸壁、浮き桟橋

離島航路（沼島汽船）の現状 Ⅰ
参考資料１-２

19:3018:3016:4015:1014:0012:0510:409:108:007:10沼島着

19:2018:2016:3015:0013:5011:5510:309:007:507:00土生発

19:1017:5016:1014:5013:3011:3010:008:507:356:50土生着

19:0017:4016:0014:4013:2011:209:508:407:256:40沼島発

13:37沼島着

12:45洲本発

8:12洲本着

7:20沼島発

非対応対応バリアフリー対応

１９ノット１８ノット航海速力

1,540馬力1,590馬力出力

６６名６３名旅客定員

４９トン４９トン総トン数

平成１０年３月平成１６年２月進水年月

貨客船貨客船用途

しまちどりしまかぜ船名
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（２）「ぬぼこの会」概要 
 
設 立：平成19年3月 
代表者：中川宜昭(神宮寺住職) 
会 員：郷土史部員等20人（実働7～8人） 
設立のきっかけ：国生みツーリズム実行委員会より地元の人で案内をと言う依頼を受けて設立した案内ボ

ランティアグループ。 
ねらい： 

① 郷土の歴史を知ることにより先人の歩みに学ぶ。 
② おのころ神話を語り継ぐ会。 
③ 来島者への案内。 
④ 郷土を愛し故郷を誇りにもって生きて欲しい！（子供たちに話をしてそのお手伝い）。 
⑤ 公民館活動の一環として。 
⑥ 沼島の活性化に繋げたい。経済効果など。 

 
案内活動実績：平成19年  823人 
       平成20年 2223人 

来島者：関東方面、兵庫県、淡路島、鳥取県、広島県、大阪府、九州他 
代表的なモデルコース 
 

 沼島・歴史コース （所要：2時間）

沼島汽船

神宮寺

八幡神社

五輪塔

沼島庭園上立神岩

ぬぼこの会

参考資料２ 



沼島ガイドコース 
 
① 1時間コース 
 
  A 沼島港 ⇒弁天社(1) ⇒上立神岩(2) ⇒沼島港 
 
② 2時間コース 
 

B 歴史コース 
  沼島港 ⇒神宮寺(3) ⇒八幡宮(4) ⇒五輪塔(5) ⇒沼島庭園(6) ⇒上立神岩(2) 
  ⇒沼島港 

 
③ 半日コース 
 

C 景観コース 
  沼島港 ⇒弁天社(1) ⇒神宮寺(3) ⇒八幡宮(4) ⇒五輪塔(5) ⇒沼島庭園(6) ⇒上立神岩(2) 

⇒南山散策・おのころ神社(7) ⇒腰掛・衣掛岩(8) ⇒沼島港  
 
  D 自然観察コース１ 
    沼島港 ⇒神明社(9) ⇒江の尾・黒崎(地球のしわ) ⇒灯台 ⇒山の神さん(10) 
    ⇒上立神岩(2) ⇒沼島港 
        or ⇒南山・波切地蔵尊(11) ⇒海水浴場 ⇒沼島港 
 
  E 自然観察コース２ 
    沼島港 ⇒上立神岩(2) ⇒南山 ⇒古水浜(12) ⇒おのころ神社(8) ⇒腰掛・衣掛岩(9) ⇒沼島

港 
 
 
説明資料 
 
(1) 弁天社 
   弓矢を持つ姿の女神で海の守り神 
 
(2) 上立神岩 
   「立神さん」は沼島のシンボル。高さ30ｍ 
 
(3) 神宮寺 
   沼島三ケ寺で一番古いお寺。安土桃山時代に作られたのではと言われる。枯山水の庭は県名庭園に

選ばれる。 



 
(4) 八幡宮 
   室町初期(1436年)梶原俊景の創建。拝殿は逆羅針盤や沼島古地図、伝説・故事に因んだ絵馬が奉納

されている。 
 
(5) 五輪塔 
   梶原景時の墓と言われる。(県重要文化財) 松香石で作られた鎌倉初期の様式。 
 
(6) 沼島庭園 
   足利義稙第十代将軍が作庭したとの説。極楽浄土を具現した県最古の庭の一つ。 
 
(7) おのころ神社 
   いざなみ、いざなぎ二神を祭る。広く全国的に信者が居る。 
 
(8) 腰掛・衣掛岩 
   沼島上臈の伝説。後醍醐天皇の皇子尊良親王のお妃が鳴門より流れ着き一休みした岩。衣服を乾か

した岩。 
 
(9) 神明社 
   おのころ神社と向かい合わせの山にある。二神を祭り、祭礼はおのころ神社の 

一日後に行われている。 
 
(10) 山の神さん 
   鉄王鋳荷大明神。海人族が祭っていた。1月15日が祭礼日。モチ撒きがある。 
 
(11) 波切地蔵尊 
   南海丸沈没による死者の慰霊のために建立された。 
 
(12) 古水浜 
   沼島に運動場がなかった頃学校の運動会が行われていた。昭和年代、春秋の子供たちの遠足の場所。 
 
＊ぬぼこの会で行っているガイドは、2時間コースの「B 歴史コース」が殆どである。 
時々、自然観察希望のグループがあり。シダや草花を一緒に勉強している。 

＊時間的にゆとりのあるグループの時には、神宮寺で中川住職の歴史や法話等を聞くこともある。 



（３）観光による地域づくりの先進事例 

 
 

①広島県呉市豊町御手洗（住民参加、おもてなし） 

   御手洗は、江戸時代に開かれた港町で、北前船交易で栄えた。平成６年、江戸情緒漂

う御手洗の町並みが重要伝統的建造物群保存地区に選定されたことを契機に、島民によ

る観光ガイド、美化運動、軒先の一輪挿しのおもてなし等に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②北海道釧路市阿寒町（住民参加、おもてなし） 

   阿寒湖温泉では、観光客の減少に危機感を感じ、外部の専門家等も参加し、阿寒湖温

泉のマスタープランを作成し、ビジョンの明確化と温泉街全体での問題意識の共有化を

図っている。 

   また、温泉街のおかみさんたち有志の井戸端会議から「まりも倶楽部」が結成され、

温泉街の手作りマップ、地元食材（ザリガニ、シカ）料理の開発（ザリガニおこわ、シ

カ肉ラーメン等）、花いっぱい運動等に取り組んでいる。この他、地元漁協が阿寒湖原

産の高級食材ヒメマスを観光客や地元の子どもたちが気軽に食べられるようばら売り

など協力している。 

 

出典（写真）：えぷろんねっと（釧路のフリーペーパー）http://www.s-apron.com/news/apronpeople/06marimo.html 

 

 
写真提供：伊藤政美 

 

出典：広島県HP 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/page/1170749564084/index.

html 

・2001年から活動開始 
・広い世代が参加 
・ 「空いている時間に、無理せ

ず楽しみながら活動する」が

コンセプト 
・ 表彰や報道で取り組みが知

られることで仲間が増えた。 



③千葉県千葉市立源小学校（子どもたちの地域参加） 

   ５年生と他の学年の希望者にボランティア手帳（ふれあいボランティアパスポート

［財団法人さわやか福祉財団作成（無料）］）を発行し、生徒がボランティア活動に参加

するごとにシールを貼る。参加する活動は、地域のごみ拾い、落ち葉払い等。活動に１

０回参加した時点で、子どもたちは手帳と感想文を校長に提出、がんばった子どもには

「ボランティア賞」を与え励ましている。休み時間・放課後に校長室に立ち寄る子ども

が増えた。また、ボランティア活動を契機に、地域の子どもと大人が気軽に挨拶できる

ようになったり、地域づくりに参加している気持ちが子どもたちの中に芽生えた。 

    

（出典）文部科学省 HP（http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/houshi/kekka/04051201/005/001.htm）をもとに国土交通省神戸運輸監理部

総務企画部企画課作成 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/houshi/kekka/04051201/005/001.htm


④日間賀島の取り組み  

日間賀島の詳細（URL http://www.himaka.com/） 

場所：愛知県知多半島の先端から2.4kmの沖合いにある名古屋から一番近い離島。 

特徴：高速船の乗船時間は７,８分であり、沼島と似た距離である。 

   島の周囲は、約5.5kmであり、徒歩での散策でも約2時間で一蹴できる離島である。 

    

主な取り組み 

観光客へは、下記のような漁業体験、歴史文化財巡りをはじめとする島巡り、海岸での自然と一体になって体感

するビーチテラピーのプログラム、そして子供を対象にした体験学習を提案している。 

 
１．漁業体験および釣り 

 
(1) 高速漁船クルージング 

高速漁船クルージングとは、漁船（漁師さんの使用船）で 

島一周する。三河湾の自然と触れ合い。 

最新鋭の漁船なので、３０ノット（約60km）のスピードも 

体感出来る。 

所要時間：約30分（2人～） 
 
 
 
(2) 堤防釣り 

島を囲う堤防(沖堤)は釣りの絶好ポイント。 

三河湾と伊勢湾の潮流が重なっている日間賀島周辺ならではの 

大物釣りも楽しめる。貸し竿のサービスも高速船乗り場近く 

で行っている。 

 

 
 
 
(3) 遊覧と釣り 
漁師になった気分で、漁船に乗って島の周辺を遊覧する。 

ポイントでは五目釣りを楽しめる。 

その道のプロが教えてくれるので釣果は保証?! 

所要時間：約60分（４人～） 

 
 
 
 



(4) キス網漁 

漁船に乗って漁場へ。魚網の取扱いを習い、 

網からキスを外したり、操船体験も行う。  

所要時間:約3時間(1隻１０人迄)14:00より実施。土曜日可。 

５月～９月限定 所要時間：約９0分 
 

 

 

 
 
(5) 底引網漁 

本格的な漁業体験ができる底引網漁。漁船に乗って 

漁場へむかい、季節ごとのさまざまな魚介類を水揚げする。  

所要時間：約1時間 

 

 

 

 

 
(6) タコつぼ漁 

事前に仕掛けておいたタコつぼを引き上げ、 

タコつぼを住みかとしていたタコをとる。 

 

 

 
 
 
 
(7) タコつかみどり 

日間賀島でしか体験できないタコつかみどり。吸い付く 

吸盤・グニャリとした感触は誰もがはじめての体験。 

意外と盛り上がるアクティビティである。 

7月～9月限定 

所要時間：約30分～約60分（10人～50人） 

 
 
 

 

 



(8) 潮干狩り（島外者） 

日間賀島のアサリは通常の3倍の出汁が出る。 

おいしさ満点で東京、名古屋のデパートの多くでも 

日間賀島産アサリは少し高めのお値段なので、春の 

行楽にぜひ、潮干狩りを！とＰＲしている。また、 

日間賀島漁業協同組合指定の貝袋（有料）を、購入 

して潮干狩りをするように促している。 

 

 

 
2．歴史文化財巡り・島巡り 

(1) 大光院 

知多新四国八十八ヶ所の霊場のひとつ、大光院。 

天候にも左右されるが、冬場の晴れの日、風があり、空気が 

乾燥している時に、なんと富士山が見えることがある。 

 

 

 

 
(2) 安楽寺 

「タコの島 日間賀島」の由来ともなった蛸阿弥陀如来が 

ご本尊の安楽寺。漁師の網に掛かり、引き上げられた如来様 

を大ダコがしっかりと守っていたからと言われている。 

法話と民話も聞ける。 

 

 

 

 

 

 
３．島巡り 

(1) サイクリング 

歩くと少し距離のある日間賀島も自転車なら楽なので、 

潮風とともに、絶景ポイントやお土産屋さん、そして 

島に一軒だけあるたこ焼きのお店を探すサイクリングを 

提案している。 

 

 

  



 
４．ビーチテラピー 

ゆったりとした海岸には、自然と一体になって体感するビーチテラピーのプログラムが用意されている。 

ビーチテラピーとは「海は生命の源」里海をテーマにした、心もからだも癒してくれるプログラムであり、海水

の成分は羊水と同じで多くのミネラル分を含みマイナ スイオンを発生させ潮風となって私たちを優しく包んで

くれる。 

春・夏・秋・冬、季節のなかで朝・昼・夜と、どの時でも島で移りゆく自然と過ごす。これだけでも清々しいが、

さらに楽しめるのは、ビーチに設置されたウッドデッキでマッサージをしたり、ぼぉ～っと遠くの海岸線を眺め

たり、波打ち際を潮風を感じながら歩いたり、海の上でゆったり浮かんだり、砂浴をしたりという点である。 

1 
潮風 

リラクゼーショ

ン 

ウッドデッキのベッドで、 爽や

かな潮風を浴びながらリラック

スできます。 
 

2 
リラクゼーショ

ン 
・マッサージ 

リラクゼ－ション・マッサージで

疲労回復をサポートします。 
 

3 
海水フローティ

ング 

「海は生命の源」海水の中でポー

ルで浮かび、 波のゆらぎで身体

をほぐします。 
 

4 
ビーチ・ポール 
・ウォーキング 

マイナスイオンいっぱいの潮風

を浴びながら ポールを持って砂

浜を素足で歩き、足ツボを刺激し

ます。 
 

5 砂 浴 
白砂の重さと温かさが、 身体の

血行のとどこおりを改善します。
 

 

 
５．子供を対象にした体験学習 

日間賀島には、海を楽しむ自然な道具と専門のインストラクターが駐在し、 



また、海の危険にあわないようにライフセーバーが対処方法を教えてくれるプログラムがある。 

他にも、島の漁師さんが教えてくれる漁業体験や魚のさばき方の体験もある。 

さらに、イルカセラピーでは主に自閉症を対象としたイルカ介在療法が行われている。 

 

1 
アドベンチャー 

ランド 

ターザン・ロープでターザンにな

って、海の中へ一直線！ 
期間／5月～8月  

 

2 
イルカとの 
ふれあい 

サンセットビーチ（西浜海水浴

場）で泳ぐイルカを見にきてくだ

さい 
期間／5月～7月＜予定＞ 

 

3 
シュノーケリン

グ 

呼吸法をマスターしたら海中水

族館へ、レッツ・ゴー！ 
期間／7月～8月 

 

4 
いかだ作り 
＆遊び 

すぐには崩れない丸太のいかだ

は家族みんなの知恵の輪だ！ 
期間／7月～8月 

 

5 
ライフセーバー 

教室 

身近な物を使ってセルフ・レスキ

ュー。 レスキューボード体験も

できるよ。 
期間／7月～8月 

 

6 
磯のミクロ 

アドベンチャー 

磯の生きもの達の世界を覗いて

みよう。「箱めがね」を使った、

「体験型タイドプール・ウォッチ

ング」。 
期間／7月～8月 

 

7 シーカヤック 

パドル操作を覚えたら、沖に向か

って冒険スタート。自分達の力だ

けが頼り。ウミネコを近距離観

察。 
期間／5月～8月 

 



8 
たこの 

つかみ取り 

日間賀島でしか体験できないタ

コつかみ取り。吸い付く吸盤は誰

もがはじめての体験です。 
期間／5月～10月 

 

9 地引き網 

海水浴場の沖に仕掛けた網を海

岸 に全員の力を合わせて引き込

みます。 何が捕れるかはお楽し

み。 
期間／4月～10月 

 

10 調理体験 

アジの干物作りに挑戦！出来上

が った干物は後日郵送。 出来ば

えは、帰った後のお楽しみ。 
期間／4月～10月 

 

11 漁業体験 

漁村での生活をとおして、自然に

触れ、 漁師が先生の本格的漁業

体験をします。 底引き網漁から

民宿ホームステイまで。 
期間／4月～10月 

 

 
補足事項 

日間賀島のおもてなしのＰＲ 

 
日間賀島の一番の魅力は、育んできた 

自然環境とひとへの思いやり、 

そこから生まれる空気感なんです。 

  
（出典）日間賀島観光協会HP（http://www.himaka.com/）をもとに神戸大学支援合同会社作成 

   



⑤笠岡諸島の取り組み 

 

笠岡諸島の詳細 

場所：岡山県の西南端にある笠岡市は、南部は瀬戸内海に面し、 

西は広島県に接している。その沖の瀬戸内海に浮かぶ笠岡 

諸島は、30 有余の島を飛石状に連ねて香川県に接しており、 

このうち、高島、白石島、北木島、大飛島、小飛島、真鍋島、 

六島の7 島が、人々が生活する有人島で一部離島。 

 

背景：離島の市町村では全国トップクラスの有人島保有市であり、昭和30年代の最盛期には全島合わせて10,000 

人余りの人口が現在はわずか2900 人と3 分の1 以下に激減、高齢化率も５５％と少子高齢化の先進地とい

える地域である。 

笠岡市にとって島嶼部の過疎高齢化は大きな行政課題であると同時に、島には陸地部では失い 

かけた自然と人情が残っており、大きな宝ともいえる存在だった。島の活性化を図るためには 

個々の島が自らのことばかり考えていたのでは全体の発展がないとの教訓から、島同士の連携を密にする

ために島民有志の発案により平成10年から6島合同の「島の大運動会」を開催、行政もそれに合わせ平成13

年4月から島専属の市の応援部隊「島おこし海援隊」組織し、島に本拠を置き住民と共に汗を流しながら島

づくりを進めていく体制づくりを行っている。平成14年には6島のそれぞれの特徴を活かしながら島おこし

の島民組織「電脳笠岡ふるさ島づくり海社」を設立、平成18年9月に法人格を取得し「NPO 法人かさおか島

づくり海社」と改称し現在に至っている。 

 

特徴：離島という地理的に隔絶された地域は行政任せにしていると物事が前進しないだけではなく、 

極端に言えば生命にもかかわる問題にもつながるという危機感を持っている。かえって、それ 

が島の自立性を養成しており、島の運動会により島同士の連携が図れ、問題の解決策として島民の動きが

出てきたともいえる。 

行政と住民とが共に汗を流して地域を良くしたいという「情熱」が島づくり海社という組織でまとまった

形になり、数々の事業を組織的に展開することにより問題解決を図っている。 

 

主な取り組み 

(1)お弁当「しまべん」の開発 

島の特徴としての「海の食材」をアピールして観光の資源と 

すると共に地域の食のサービス向上を目的に、「島の人が」 

「島の食材で」「島で作る」お弁当「しまべん」を開発。 

笠岡諸島６島がそれぞれの島の食材をふんだんに使い、島の 

特産品として陸地部のアンテナショップや各種イベントで定 

期的に販売している。また、特に真鍋島では空家対策事業で 

Ｉターン＊された方が職として「しまべん」づくりを行い、 

島での食のサービス維持のために「福祉的に島の高齢者への 

給食サービス」や「観光客への昼食の提供」を行っている。 



平成１９年９月５日には、笠岡諸島の特産品を販売する 

アンテナショップ「ゆめポート」が笠岡市の駅前商店街の 

一角にオープンし、なかなか手に入らなかった「しまべん」 

も定期販売や島の特産品が陸地部で気軽に買えるとあって 

評判は上々である。販売ルートの確立により、地域の特産物の掘り起こしや島にあった作物の新しい栽培等に大

きな期待がかかっている。 

(2)過疎対策；空家対策事業 

平成14 年に高島支社の事業としてスターﾄし、平成15 年に 

４物件を基にI ターン者を募集した結果、マスコミの助けも 

あり３ヶ月で空家が埋った。 

その後、「団塊の世代の田舎暮らし志向」もあいまって北木 

島・真鍋島・白石島に事業が広がり、平成１９年１０月現在 

２１世帯４６人のI ターン者を島に受けいれている。高齢化 

の著しい島の空家対策は地域を維持する人材の確保のみなら 

ず、仕事を作っての若年世帯の移住もあり、小中学校の子供 

の確保にも大きく貢献している。 

 

 

(3)研修の受け入れ 

・各島で廃校を活用し、地域の資源に再生 

北木島では平成１ ３年に廃校になった旧北木小学校の空き 

校舎を利用して、平成１７年から中学校の夏季研修の受け 

入れを開始し、平成１９年には３団体の研修受け入れを行 

った。白石島では平成１３年から旧小学校の講堂を利用し 

て、古くから行われていた機織りを復活させると共に、旧 

運動場の遊休地を利用して綿の栽培や島の草木で染めも行う 

など一貫した機織り工房として再生し、現在は体験メニュー 

として白石島の観光プランに組み込まれるようになっている。 

 

 

・椿油搾り 

古くから藪椿が群生しており、椿油を収穫していたが、近年 

途切れ、中学校の総合学習のテーマとして復活、平成15年より 

「椿油搾取機」を導入し、零細ながら椿油搾りを復活させ、 

現在では島を挙げての椿を活かした島づくりを行っている。 

 

 

 

 

＊Iターンとは、都心部で生まれ育った人が、自然に恵まれた環境や人とのふ

れあいを重視したライフスタイルなどを求め、地方の企業に転職し移住する

ことをいう。 



(4)環境保全 

白石島では、綿作りや機織りの地域の特産品づくりを行うと共に、高齢者のための代行システム「助っ人クラブ」

を立ち上げ、島民のニーズに対応している。平成１８年から岡山大学との共同研究で環境保全プログラムの実践

の場として環境保全の取り組みを行っている。 

 

 

(5)ゴーヤの販売 

花の島として名を馳せていた真鍋島は、高齢化のために花の生産農家が減少し、平成13年ごろからそれに変わる

作物として「ゴーヤ」作りをはじめ、現在では島の特産品として県下一の生産地になっている。真鍋島ではゴー

ヤを使った加工品も試作、製品化し「干しまめゴーヤ」「ゴーヤうどん」「ゴーヤ飴」「ゴーヤジャム」「ゴー

ヤの佃煮」等を生産しており、ほとんどが７０歳以上のため所得獲得よりも、健康増進、遊休地の活用といった

性格が強いようだ。 

 

(6)水仙の紹介 

六島は、水仙と灯台で知られる人口85名足らずの島で、島民を上げて自生する水仙を移植するなどの作業をすす

め、水仙の島としての整備を年次的に行っている。水仙の咲く１月から２月の間には地元有志が定期的に軽食の

サービスをするなどして観光客をもてなしている。 

 

（出典）NPO法人かさおか島づくり海社HP（http://www.shimazukuri.gr.jp/）をもとに神戸大学支援合同会社

作成 



 
（４）報道記録 

 
報道機関名 報道日 報道内容 

関西テレビ H20.11.04 事業概要、活動状況 

サンテレビ 
H20.09.02 第１回委員会、事業概要 
H21.01.29 沼島シンポ 
H21.02.09 沼島報告会 

読売新聞 
H20.09.03 第１回委員会、事業概要 
H20.11.02 第3回委員会、活動状況 

朝日新聞 
H20.10.10 第2回委員会、活動状況 
H20.11.22 第3回委員会、活動状況 
H21.01.30 沼島シンポ 

神戸新聞 

H20.09.03 第1回委員会、事業概要 
H20.10.11 第2回委員会、活動状況 
H20.11.22 第3回委員会、活動状況 
H20.12.27 活動状況、ぬぼこの会 

日本経済新聞 H20.09.05 事業概要 

日本海事新聞 
H20.08.26 事業概要 
H21.02.05 沼島シンポ 

日刊海事通信 
H20.11.25 第3回委員会、活動状況 
H21.01.30 沼島シンポ 

トラベルニュース H20.09.25 事業概要、活動状況 

フェリー・内航情報 

H20.09.01 事業概要 

H20.11.24 第3回委員会、活動状況 

H21.01.26 沼島シンポ 
H21.02.16 沼島シンポ・報告会 

読売新聞（ネット配信） H20.09.02 第１回委員会、事業概要 
トラベルニュース（ネット配信） H20.09.19 事業概要 

 

参考資料４ 



 

関西テレビ「アンカー」（H20.11.04） 

 

 
サンテレビ「ニュースシグナル」（H20.09.02） 

 

 
サンテレビ「ニュースシグナル」（H21.02.09） 
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（１）委員名簿 

 (順不同・敬称略) 
委 員 正司 健一 神戸大学大学院 経営学研究科教授 
 
 〃  富田 昌宏 神戸大学 経済経営研究所教授 
 
 〃  朝倉 康夫 神戸大学大学院 工学研究科教授 
 
 〃  水田 泰善 南あわじ市産業振興部次長兼商工観光課長 
 
 〃  中川 宜昭 ぬぼこの会代表(神宮寺住職) 
 
 〃  島津  弘 沼島連合町内会長 
 
 〃  柳  一信 沼島漁業協同組合代表理事組合長 

（～第２回委員会・地元部会） 
 
 〃  中元  靖 沼島漁業協同組合副組合長理事 

（意見交換会・第３回委員会） 
 
〃  木村  一 沼島総合開発会長 

 
〃  古谷  嶽 沼島汽船株式会社代表取締役 
 
〃  魚谷佳代子 ぬぼこの会事務局長 
 

 〃  明山  修 兵庫県農政環境部環境創造局環境政策課環境学習参事 
 
〃  伊藤 政美 神戸運輸監理部総務企画部 企画課長 

 
 〃  石定 洋子 神戸運輸監理部海事振興部 旅客課長 
 
(事務局) 
    神戸運輸監理部    塚本 量敏  橘 由以子 
    神戸大学支援合同会社 石井 昭三  柴原  誠 

委員会記録１ 



（２）委員会・地元部会の活動記録 

 

持続可能で地域の創意工夫による離島観光モデル（沼島モデル）とするため、地元関係者による

意見交換等の機会を重視し、緊密な連携のもと委員会を開催した。 

現地調査においては、グリーンツーリズムやエコツーリズムなどの観光資源を活かした体験ツア

ーをつくるために、委員会関係者等による陸上ルート及び海上ルートからの現地調査（体験ツアー）

を実施した。また、委員会により提案された沼島モデルを含め、沼島の観光資源を活かした沼島プ

ロモーションＤＶＤを作成し、沼島の魅力を記載したツアーガイド冊子の作成も行った。 

 

      委員会・実行委員会の活動記録 

9 月 2 日 第 1 回委員会 場所：神戸 （神戸第 2地方合同庁舎） 

(1) 調査概要説明・・・・・・・・・・伊藤委員 

(2) 離島航路の現状・・・・・・・・・石定委員 

(3) 講演「沼島「幸路」をめぐって・・富田委員 

(4) 地域づくりの方針・・・・・・・・水田委員 

(5) 観光資源の掘起し・意見交換・・・全員 

(6) 基本方針の纏め・・・・・・・・・正司委員長 

(7) 今後の予定確認・・・・・・・・・石井事務局 

出席者：委員長、委員、事務局 

9 月 10 日 第 1 回地元部会 場所：沼島出張所大集会室 

(1)第１回委員会概要報告・・・・・・中川委員 

(2)調査概要説明・・・・・・・・・・伊藤委員 

(3)離島航路の現状・・・・・・・・・石定委員 

(4)第 1 回委員会意見まとめ・・・・・塚本事務局 

(5)観光による地域づくりの先進事例・伊藤委員 

(6)地元調査の進め方・・・・・・・・水田委員 

(7)テーマ｢沼島を知ろう｣討議・・・・全員 

(8)今後の予定確認・・・・・・・・・石井事務局 

出席者：地元部会、事務局 

10 月 2 日 第 2 回地元部会 場所：沼島出張所大集会室 

(1) 第 1回地元部会の意見まとめ・・・・・・・塚本事務局 

(2) ぬぼこの会の取組み・モデルコース紹介・・魚谷委員 

(3) 沼島漁協組合の取組報告・・・・・・・・・島津委員 

(4) 沼島白地図のまとめ報告・・・・・・・・・水田委員 

(5) セミナー「ツーリズム取組にあたって」 

委員会記録２ 



    講師：神戸 YMCA 尾上常務理事       

(6) 今後の予定確認・・・・・・・・・・・・石井事務局 

出席者：地元部会、事務局 

10 月 9 日 

 

第 2 回委員会及び地元部会合同委員会 場所：沼島出張所大集会室 

(1) 地元部会報告・・・・・・・・・・・・・石井事務局 

(2) ぬぼこの会の取組み・モデルコースの紹介 

                 中川委員、魚谷委員 

(3) 沼島漁協組合の取組報告・・・・・・・・島津委員 

(4) 神戸大学による調査研究・・・・・・・・朝倉委員 

(5) 意見交換・・・・・・・・・・・・・・・全員 

(6) 陸上モデルコース(２時間)体験ツアー 

コース：出張所⇒神宮寺⇒八幡宮⇒五輪塔 

⇒沼島庭園⇒上立神岩⇒沼島港 

(7) 海上周遊体験ツアー（沼島汽船） 

コース：沼島一周 

(8) まとめ・解散 (沼島港待合室)   

 

出席者：委員長、委員、地元部会員、事務局員 

＋オブザーバー(マスコミ等) 

10 月 31 日 沼島 意見交換会 場所：沼島 

(1)意見交換 

・ 子ども、漁業関係者の取組みの現状 

・ 無理なくできそうなことは何か 

出席者：委員長、事務局員、沼島小中学校及び漁業関係者 

11 月 21 日 第 3 回委員会 場所：神戸  （神戸第 2地方合同庁舎） 

    (1)第２回合同委員会に関係する報告・・・・石井事務局 

      沼島漁業協同組合・・・・・・・・・・・中元委員代理 

(2)神戸大学による沼島調査取組み中間報告・朝倉委員 

(3)委員会･地元部会意見まとめ・・・・・・・塚本事務局 

(4)提言案・・・・・・・・・・・・・・・・正司委員長 

(5)今後の予定確認・・・・・・・・・・・・石井事務局 

  平成 21 年 1月 29 日午後 シンポジウム(神戸) 

  平成 21 年 2月 7 日午後 報告会(沼島) 

出席者：委員長、委員、事務局 

 


